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日本周辺化学合成生物群集におけるシロウリガイ類の分布勾配
Distributional gradient of sister species of vesicomyid bivalves in chemosynthetic fauna
in Japan
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シロウリガイ類は、細胞内に化学合成細菌を共生させており、深海化学合成生物群集の中でも高いバイオマスを有す
る分類群である。堆積物中の硫化水素濃度などによってシロウリガイ類の分布が制限されることは、これまでにも明ら
かにされてきたが、生息水深、水温、塩分濃度、溶存酸素量などの環境因子との関連については、はっきりしていない。
本研究では、相模湾のメタン湧水域に共存する２種のシロウリガイ類、シロウリガイとシマイシロウリガイを簡単に区
別するための手法を開発し、環境因子とシロウリガイ類の種組成の変化を比較した。その結果、相模湾ではシロウリガ
イ類の種組成は水深、水温、塩分濃度とよく相関したが、溶存酸素量とは相関関係を確認することはできなかった。さ
らに、沖縄トラフに分布するシマイシロウリガイの分布環境を加えて検討すると、２種のシロウリガイ類の分布に生息
水深が影響しないことが示唆された。本研究の結果は、共生細菌に大きく依存するシロウリガイ類でも、水温や塩分濃
度といった一般的な海洋生物の分布を決める環境要因に大きな影響を受けていることを示している。
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